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庶民の夏祭りとして親しまれている祇園(ぎおん)祭りが、

中心にして行われました。

11日の夕方スター卜した約100基の「みこし」は、大勢の見物人ヵ、見守る中、「わ っ しょい、わ っしょしり

のかけ声とともに 、 目抜き通りを所狭しとねり歩きました。
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主な内容
第 6回部落差別をなくす市民大行動

上田市地震総合防災訓練を実施します

ポルノ雑誌自動販売機を追放しよう

同和問題を考える

これが国民年金です..

56年度結絞レントゲン検診日程表ー・

三種混合予防接種・..

毒物 .&IJ物の届出制度が新設

献体ってご存じですか・・・・・

健康づくり、水の事故と日射病

おくやみ・
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部落差別の解消をみんなで

つ広 報一 第 844号

部落差別をなくす第6回

市民大行動

砂部落差別の完全

解消を力強〈訴

える石井市長

七
月
二
十
一
日
、
部
落
の
完
全
解
放

を
目
指
し
て
、
上
田
市
ほ
か
四
団
体
の

主
催
に
よ
り

「
第
六
回
部
活
差
別
を
な

く
す
市
民
大
行
動
」
を
、
市
民
会
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
五
十
六
団
体
、
約
二
千
三

百
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
主

催
者
側
か
ら
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
石
井

市
長
は
、
「
行
政
組
織
の
総
力
を
結
集

し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、

部
必
差
別
の
完
全
解
消
に
似
つ
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
力
伯
く
訴
え
ま
し
た

こ
の
あ
と
、
市
民
を
代
表
し
て
二
人
の

弐
地
震
に
備
え
て
9
月
A
l
自
に
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方
か
ら
体
験
発
表
が
あ
り
、
次
い
で
、

一

「
わ
が
家
か
ら
な
く
そ
う
部
活
差
別
」

一

「
人
権
意
識
を
た
か
め
人
権
尊
重
の
輪

一

を
ひ
ろ
げ
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
カ
ン
一

の
確
認
が
行
わ
れ
、
宣
言
文
を
満
場
一

一

致
で
決
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
毎
回
実
施
し
て
い
る
市
内
行
一

進
は
、
あ
い
に
く
の
一
宙
雨
の
た
め
今
回

一

は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

-

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
く
ろ
一

う
さ
ま
で
し
た
こ
の
大
会
の
芯
災
を
、

職
場
口
。
五
位
」
に
ね
ち
川
一
て
ν
犯
人

4
4
一

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

t竺玉'
~ 

文

人
聞
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
で
あ

っ
て
、
人
権
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
人
矧
普
通
の
原
理
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
法
底
て
あ
る
。

戦
後
わ
が
国
は
め
ざ
ま
し
い
変
化
を
遂
げ
、
政
治
の
民
主
化
が
進
ん
だ
ば
か
リ
で

な
く
、
経
・
併
の
高
度
成
長
を
法
悦
と
し
て
、
社
会
、
純
一
点
、
文
化
の
近
代
化
が
大
き

く
進
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
広
問
題
は
今
日
な
お
米
解
決
の
ま
ま
と
リ
時
間
さ

れ
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る

Q

昭
和
四
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た

「
同
相
刈
策
事
業
特
別
拙
世
法
」
も
ト
年
の
時
限

を
経
過
し
、
法
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
更
に
三
年
間
延
長
さ
れ
た
も
の
の
本
年
は
そ

の
按
終
年
度
で
あ
る
。
国
会
に
お
け
る
法
延
長
の
議
決
に
際
し
て
は
と
く
に
附
借
決

議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
啓
発
活
動
め
和
一
極
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
」
な
ど
三
項
目

の
具
体
化
は
当
面
段
大
の
課
題
と
も

っ
て
い
る
。

上
田
市
に
お
い
て
も
、
市
民
代
表
を
も

っ
て
組
織
し
た
「
上
田
市
同
和
対
策
事
業

推
進
委
員
会
」
を
中
核
と
し
て
、
同
和
対
策
事
業
と
同
和
教
育
の
推
進
に
和
一
極
的
な

努
力
を
は
ら

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
同
和
地
区
の
環
境
は
逐
次
改
善
さ
れ
、
市
民

へ
の
同
和
教
育
の
以
透
は
年
ご
と
に
拡
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
未
だ
実
態
上
の
改
善
を
要
す
る
事
業
を
残
す
一
方
、
差
別
事
象
の
発
生

も
あ
と
を
絶
た
な
い
こ
と
は
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

本
日
こ
の
集
会
に
際
し
、
人
聞
が
人
聞
を
差
別
す
る

こ
と
の
不
当
さ
、
人
聞
が
そ

れ
ぞ
れ
の
自
由
と
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
大
さ
を
、
改
め
て
深
く
心
に
銘
す
べ

き
で
あ
る
。
封
建
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
長
年
に
わ
た
り
、
生

き
る
自
由
を
抑
え
ら
れ
、
差
別
の
重
圧
に
苦
し
み
続
け
て
き
た
一
部
の
同
胞
の
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
今
や
実
践
こ
そ
肝
要
て
あ

リ

単
な
る
知
的
理
解
に
と
ど
ま
る
限
リ
、
差
別
撤
廃
の
力
と
な
り
得
な
い
。
市
民

の
ひ
と
り
ひ
と
リ
が
自
ら
の
行
動
を
通
し
て
実
践
す
る
こ
と

こ
そ
急
務
で
あ
る

よ
っ
て
、
本
日
こ
こ
に
関
係
行
政
機
関
な
ら
び
に
市
民
団
体
あ
げ
て

「
部
沼
差
別

を
な
く
す
市
民
大
行
動
」
を
催
し
参
加
者
一
同
進
ん
で
市
民
の
先
頭
に
立
つ
べ
く
、

集
会
を
聞
く
と
と
も
に
、
行
動
を
通
し
て
部
落
差
別
の
撤
廃
を
全
市
民
に
訴
、え
る
も

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
行
動
を
今
日
一
日
に
し
て
終
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
全
市
城
、
全
家

庭
に
向
け
て
拡
大
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
部
活
差
別
撤
自
慢
の
念
願
を
こ
め
て
、
わ
れ
わ

れ
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
決
立
す
る
も
の
で
あ
る
e

以
上
点
言
す
る

昭
和
力
十
人
年
七

H
J
一1
一
臼

第
六
回
上
田
市
部
議
差
別
を
な
く
す
市
民
大
行
動

千
曲
川
市
民
緑
地
に
避
鰍
し
た
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第 844号一

大
地
震
に
備
え
て

9
月
A
1
日
に

上
岡
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
に
、
上

田
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
野
県
地
震
防
災
訓
練

の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、
東
海
地

再
に
関
す
る
鵬
首
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た

の
ち
、
大
地
区
が
発
生
し
た
と
の
想
定

の
も
と
に
箸
戒
宣
言
及
び
地
誌
予
知
情

報
な
ど
の
受
理
伝
達
、
こ
れ
に
基
づ
く

得
戒
体
制
の
確
立
、
地
震
防
災
応
急
対

策
及
び
発
災
後
の
災
害
応
急
対
策
に
関

す
る
訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の

高
城
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

訓

練

想

定

。

昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日
午
前
六

時
四
十
分
、
気
象
庁
は
東
海
地
域
の

地
従
観
川
デ

l
タ
l
に
異
状
を
認
め
、

午
前
七
時
ご
ろ
判
定
委
員
を
招
集
し
、

判
定
会
を
聞
い
た
。
検
討
の
結
果
、

同
日
午
前
八
時
、
内
閣
総
理
大
臣
は

地
震
に
関
す
る

「
笠
戒
宣
言
」
を
発

し
た
。

だえつー (3)一一一昭和56集 8')j. 1日a 広報

昨年実施した防災訓練の 1コマ

午
前
八
時
三
十
分
、
岐
河
湾
を
震

源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ

の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
と

推
定
さ
れ
、
上
田
市
の
震
度
は
五
(
強

混
)
1
六
(
烈
震
)
で
あ
る
。

こ
の

た
め
、
市
内
各
地
で
家
屋
の
倒
壊
、

火
災
の
発
生
、
道
路
や
惜
の
閉
山
壊
の

ほ
か
、
交
通
機
関
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
施
設
に
大
き
な
被
害
を

生
じ
た
。

こ
の
た
め
、
全
市
民
に
対
し
て
避

錐
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
指
定
避
難
場

所
に
避
難
し
た
。

つ

午
前
九
時
、
専
売
公
社
上
回
工
場

か
ら
の
出
火
を
発
見
。
消
防
本
部
に

通
報
す
る
と
と
も
に
初
期
消
火
に
努

め
る
が
、
風
速
十
日
の
北
西
の
風
に

あ
お
ら
れ
延
焼
す
る
。
商
工
冗
公
社
上

国
営
業
所
の
南
東
側
め
名
古
屋
計
算

セ
ン
タ
ー
三
階
事
務
室
に
女
子
従
業

員
五
人
が
取
り
残
さ
れ
、
政
助
の
要

請
が
あ

っ
た
。

火
は
な
お
も
強
風
に
あ
お
ら
れ
次

々
に
飛
火
延
焼
し
、
油
僧
所
、
カ
ス

会
社
及
び
上
田
駅
周
辺
に
も
傾
焼
の

危
険
が
生
じ
た
。

こ
の
た
め
、
地
威

内
住
民
に
避
維
命
令
が
発
せ
ら
れ
、

千
曲
川
市
民
縁
地
に
避
難
し
た
。

訓

練

内

容

訓
練
を
実
施
す
る
場
合
は
、
午
前
七

時
に
花
火
(
三
寸
三
段
雷
)
を
打
ち
上
げ

ま
す
。
午
前
八
時
三
十
分
に
は
避
維
命

令
を
知
ら
せ
る
花
火
(
三
寸
五
段
富
)
を

打
ち
上
げ
、
消
防
車
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
半
鐘
の
あ
る
地
区
で
は
半

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

一
、
避
難
訓
練
(
午
前
八
時
三
十
分
)

実
施
場
所

1
各
地
区
の
指
定
避
錐
所

災
害
発
生
に
伴
、
っ
越
維
命
令
に
基
づ

き
、
市
内
全
域
の
市
民
、
半
業
所
を
対

象
に
各
地
区
の
指
定
避
維
場
所
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
各
自
治
会
ご
と
に
避

敗
者
人
員
を
は
握
し
、
係
員
に
報
告
し

て
く
だ
さ
い
。

二
、
総
合
訓
練
(
午
前
九
時
)

実
施
場
所
日
千
曲
川
市
民
林
地
(
上
堀

ク
ラ
ン
ド
)

O

避

維

訓

練

南

-大
神
町
、
中
山
布
団

の
一
部
、
踏
入
の
一
郎
、
泉
町
の
住

民
及
ひ
事
業
所
と
し
、
保
育
園
な
ど

の
施
設
は
向
由
参
加
と
し
ま
す
。

C

消
火
訓
練
専
売
公
社
火
災
発
生

に
伴
い
第
一
次
出
場
と
し
て
消
火
活

動
を
行
い
、
市
主
冗
公
社
入
口
で
数
助

活
動
を
行
い
ま
す
。
品
川
火
延
焼
の
た

め
第
二
出
場
を
指
令
し
、
消
火
活
動

を
行
い
ま
す
。

コ

数
議
訓
練
・
:
数
助
隊
に
よ
る
数
急

出
心
者
の
搬
送
な
ど
救
議
活
動
を
行
い

ま
す
。

O

給
食
訓
練
・
:
命
に
よ
リ
給
食
活
動

を
行
い
ま
す
。

O

初
期
消
火
訓
練
・
婦
人
消
防
隊
に

よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

。

給
水
訓
練
・
:
命
に
よ
リ
給
水
活
動

を
行
い
ま
す
。

。

復
旧
訓
練
:
・
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、

水
道
、
プ
ロ
パ
ン
、
橋
な
ど
の
復
旧

工
事
を
行
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
誌

に
備
、
え
て
越
雛
訓
練
な
ど
を
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
恩
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ポ
ル
ノ
雑
誌
自
動
販
売
機
を
追
放
し
よ
う

ー
ま
ず
設
置
を
さ
せ
な
い
運
動
を
|

介
者
や
地
権
者
に
は
、
マ

ン
ガ
本
か
週

刊
誌
の
販
売
と
思
わ
せ
る
言
動
で
、
巧

妙
に
契
約
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
四
月
、
市
内
育
団
地
籍
に
県
外

業
者
が
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
動
販
売
機
七

ム
け
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
業
者
は
、

市
内
の
不
動
産
業
者
に
仲
介
を
依
頼
し

設
置
し
た
も
の
で
す
が
、
依
頼
時
に
は

ポ
ル
ノ
雑
誌
及
び
成
人
向
き
雑
誌
を
販

売
す
る
な
ど
と
は
一
言
も
い
わ
ず
、

仲

県
下
に
大
量
設
置
の
動
き

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
県
下
に

今後、「土地、建物を貸して欲し い」との依頼があった場合など j

jは、 青少年対策室(宮⑫ 4100内線680)にご連絡ください。

(
前
回
か
ら
続
く
)

こ
の
こ
と
は
国
民
一
人
ひ
と
り
に
対

は
県
外
で
追
放
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ポ

ル
ノ
雑
誌
自
動
販
売
機
設
置
の
動
き
が

活
発
化
し
、
松
本
、
上
回
、
大
町
、
温

尻
、
岡
谷
、
須
坂
な
ど
に
関
東
や
関
西

の
業
者
が
、
約
五
十
台
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
を
さ
せ
な
い
運
動
が
全
県
的
に
展

開
き
れ
て
い
る
最
中
に
、
業
者
は
甘
い

言
葉
で
契
約
を
し
て
い
る
の
で
す
。

設
置
さ
れ
な
い
用
心
が
大
切

業
者
は
、
た
え
ず
格
好
な
設
置
場
所

を
ね
ら

っ
て
、
市
内
を
は
い
か
い
し
て

い
ま
す
。
業
者
は
、
土
地
と
電
源
が
な

け
れ
ば
設
置
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
甘
い

言
葉
で
直
接
、
家
庭
に
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
お
宅
に
は
決
し
て
迷
惑
を

か
け
な
い
か
ら
、
軒
下
に
自
動
販
売
機

を
置
か
せ
て
欲
し
い
。
地
代
は
月
五
千

円
か
ら
二
万
円
位
で
、
電
源
の

コ
ン
セ

ン
ト
を
一
口
貸
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
お

宅
の

一
か
月
聞
の
電
気
代
も
私
の
方
で

持
ち
ま
す
か
ら
口
と
い

っ
た
具
合
で
す
。

し
か
し
、

、7
ま
い
話
し
に
の

っ
て
う

っ
か
り
契
約
す
る
と
、
最
初
は
書
庖
の

庖
頭
に
あ
る
よ
う
な
一
般
誌
が
収
納
さ

れ
て
い
て
も
、
一
週
間
も
た
つ
と
ポ
ル

む
か
え
た
わ
け
で
す
。
昨
年
は
約
二
千

三
百
人
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ノ
雑
誌
や
成
人
向
け
雑
誌
に
変
え
ら
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
う
な

っ
て
し
ま

っ
て
か
ら
撤
去
や
契

約
の
解
除
を
申
し
入
れ
て
も
、
業
者
は

な
か
な
か
聞
き
入
れ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

設
置
さ
れ
な
い
用
心'」
そ
が
大
切
で
す
。

一
な
い
運
動
を
進
め
よ
う

売
れ
な
い
所
に
自
販
機
を
設
置
す
る

業
者
は
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
周
囲
の
大
人

が
模
範
を
示
し
、
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
「
買

わ
な
い
、
見
せ
な
い
、
置
か
な
い
」
の

三
な
い
運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
土

地
や
家
屋
、
電
源
な
ど
を
貸
さ
な
い
よ

、つ
に
し
ま
1
レょ
、っ。

今、

吉
田
地
区
で
は

五
月
二
十
一
日
結
成
さ
れ
た
「
青
少

年
に
有
害
な
俗
悪
雑
誌
自
動
販
売
機
追

放
連
絡
協
議
会
(
会
長
・
青
木
武
喜
さ

ん
)」

で
は
、
二
日
も
早
く
自
販
機
撤

去
。
を
合
い
言
葉
に
、
設
置
者
へ
撤
去

要
望
、
関
係
団
体
へ
の
協
力
依
頼
な
ど

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
七
月
十
七
日
に
聞
か
れ
た
理

事
会
で
は
、
今
後
の
活
動
方
針
が
次
の

よ
う
に
決
定
し
、
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
、
ポ
ル
ノ
自
販
機
の
利
用
者
向
実
態

調
査
と
未
成
人
者
に
対
す
る
不
買
指

導
の
強
化

七
月
十
九
日
か
ら
一
か
月
間
を
当

市
民
大
行
動
」
を
昨
年
と
同
様
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

面
の
目
標
と
し
て
、
毎
日
午
後
九
時

か
ら
翌
日
一
時
ま
で
、
数
名
で
夜
響
、

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

二
、
悪
書
追
放
の
看
板
設
置
(
準
備
中
)

こ
の
よ
う
に
地
元
で
は
、
こ
う
し
た

地
区
住
民
の
苦
し
み
を
他
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
味
あ
わ
せ
た
く
な
い
と
、
連
日

活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
自
販
機
撤
去
活
動
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。年金積立金還元融資で

五中夜間照明施設が

神川公民館と

成~ 
.7G 

上
田
市
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
お
い
て
、
年
金
積
立
金
還
元
融

資
を
受
け
て
神
川
公
民
館
及
び
第

五
中
学
校
夜
間
照
明
施
設
を
完
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
じ
く
年
金
積
立
金
還

元
融
資
を
受
け
て
昭
和
五
十
五
、

五
十
六
年
度
の
継
続
事
業
で
実
施

し
て
い
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
は
、
十
月
の
完
成
を
目
指

し
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
で
あ
り
、
幸

せ
な
結
婚
と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、



(
前
回
か
ら
続
く
)

む

か

え

た

わ

け

で

す

。
昨
年
は
約
二
千

市

民

大
行
動
」
を
昨
年
と
同
様
実
施
し

こ
の
こ
と
は
国
民
一
人
ひ
と
り
に
対
三
百
人
も
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

す
る
同
和
教
育
の
徹
底
が
欠
け
て
い

る

そ

の
中
で
二
人
の
か
た
が
体
験
を
発
表

こ
う
し
た
集
会
の
中
か
ら
、
差
別
を

こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

し
た
り、

映
画
「
母
を
生
き
る
」
上
映、

他
人
ご
と
で
な
く
、
自
分
自
身
の
問
題

う
い
う
こ
と
で
、
学
校
で
は
も
ち
ろ
ん
宣
言
決
議
な
ど
を
行
い

、
参
加
者
全
員

と
し
て
と
ら
え
て
、
こ

の
社
会
悪
、
矛

の
こ
と、

地
域
、
職
場
、
団
体
な

ど

、

が

ス

ロ
ー
カ
ン
入
り
の
紙
ダ
ス
キ
を
か
盾
を
払
っ
て
、

一
日
も
早
く
差
別
の
歴

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、
上
田
市
の
同
和

け
三
団
体
に
分
か
れ
市
内
目
抜
き
通
り

史
に
終
止
符
を
打

っ
て、

真
の
民
主
主

対
策
事
業
推
進
委
員
会
や
同
和
教
育
推

を
行
進
し
、
こ
の
大
会
は
成
果
を
あ
げ
義
の
実
現
を
め
ざ
し
、
連
帯
し
て
取
り

進
委
員
や
企
業
同
和
推
進
連
絡
協
議
会
、
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い

公
民
館
、

解
放
会
館
が
中
心
に
な
っ

て

で
す
が
、

何
と
し
て
も
十

一
万
市
民

ま

す

。

同
和
教
育
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

の

中
の
二
千
三
百
人
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
で
も
な
お
結
婚
差
別
事
件
を
耳
に

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
考
、
ぇ
方
更
に
輸
を
広
げ
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り

し

ま

す

が

、
ニ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
も
、
大
き
な
格
差
が
み
ら
れ
、
こ
れ

こ
う
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
か

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
年
二
月
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
の
よ
う

に

考

古

い

身

分

的
な
家
柄
、

門
ば
つ
意
識

七
日
、
上
田
市
民
会
館
に
お
き
ま
し
て

、

え

て

い

る

わ

け

で

す

。

が

社
会
の
中
に
根
強
く
残
さ
れ
て
い
る
、

「第
一

回
部
落
差
別
を
な
く
す
市
民
集

本

年
も
七
月
二
十

一
日
市
民
会
館
に

こ

の

よ

う

な

こ
と
が
要
因
で
あ
り
、
部

会
」
を
開
催
以
来
本
年
で
第
六
回

目

を

お

い
て
、
「第
六
回
部
落
差
別
を
な
く
す

落
内
、
部
落
外
に
か
か
わ
り
な
く
、

市
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25年納付

40年納付

障 害 年 金

1級障害

年| 2級障害

母子、準母干年金

子が1人のとき

金厚1.>'2 "̂'/::_ ~ 
遺 児年金

遺児 1人のとき

老 齢福 祉年金

福|話器罪主主年収 lrift-313
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600育問凶ト I (270.000) 
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1級障害
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母子・準母子緬祉年金
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( )内は旧年金額です。

福祉年金証書をお出しください
8月は、福祉年金を受けている人が、国民年金証書を市役所

に提出する月です。

これは、福祉年金は一定額以上の所得があったり、 他 の公的

年金を受けていた場合などに、支給を停止 きれる ことがありま

すので、毎年 1回、前年の所得状況を調べるとともに、国民年

金証書を市役所に出していただく ことになっているものです。

これによ って、今後 1年閉め福祉年金を受ける ことができるか、

どうかが決定します。 もしも、国民年金証書を出すのがおくれ

たときには、今年の11月に支給きれる福祉年金を受け取るこ と

ができないこともあります。

民生委員さんに 国民年金証書は、 8月20日ごろから、 地域の

預けて 〈ださい 民生委員さんが訪問してお預りし、市役所に

出していただくことになっていますので、 11日から始まる 8月

支給分の福祉年金を民生委貝きんが訪問される前に受取り、
お渡しください。

く国保年金隈国民年金係官⑫ 4100内線284・
有線② 0711> 
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拠

出

民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
で
あ
り
、
幸

せ
な
結
婚
と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

市
民

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
意
識
の
変

革
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

人
権
尊
重
の
精
神
を
貫
く
同
和
教
育

が
広
く
市
民
の
中
に
浸
透
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
方
、
同
和
対
策
事
業
推
進
委
員
会

の
人
権
擁
護
部
会
、
そ
の
他
の
関
係
機

関
と
も
連
絡
を
密
に
し
て
、
人
権
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56年度結核レントゲン検診日程表 (8 月 17 日 ~10 月5 日)
次のとおり結核レントゲ、ン検診を実施しますので、最寄りの会場で受診しましょっ。

月日| 検診会場

赤坂 公民館 1;赤

岩清水公民館|岩

長入公 民 館 | 長

8 1 大 日木公民館|大

月|森公民館

1J I矢沢公 民 館 | 矢

伺)1下郷公 民館|下

市豊殿 支所|宮

漆戸公 民 館 | 漆

中吉田公民館|中

林之郷 公 民 館 | 林

桜台学童会館|桜

農協豊里 事 業 所 ノj、

対象地区 検診時間 11月日| 検診会場

清

坂|前 9: 30-10 : 00 11 8 1下之条集荷所|下

水 110:30-11:0011月|上田原自治会館|上
11221 

入 111:30-11:5011日|東築地公会堂|東

木|後 1: 30-2 : 00 11出|神畑遊困地|神

2 : 30-3 : 00 11 千曲町集会場|千

沢|前 9ω-10:001181中之条公会堂|中

郷 110:30-11:0011月|御所公会堂|御
11 241 

上 1 11: 30 -11 : 45 11日|小牧公民館|ノト

戸|後 1: 00 -1 : 30 11 (月)1三好町会館 t ー
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日 検 診 ー会場 対象地区 検診時間 月日 検診会場 対象地区 検診時間

横山作業所 横 山 前 9:30-10:00 9 上回明照会 上鍛冶町、田町、上房山 前 9: 15-10: 15 

小泉区民会館 町 泉 10: 30-11 : 30 月
9 

鍛冶町会館 鍛 t台 町 10: 30-11 : 30 

日 向 公 会 堂 日 向 後:1 : 00-1・30 日 多国仁太郎さん宅駐卓場 愛 宕 町 後:1 : 00-2 : 00 

月8 和合消防庫前 和合 2 : 00-2 : 30 
守的

海野町会館 海野町、袋町 2 : 30-3 : 30 

31 岳の組公 民館 岳の組、ひばりケ丘 3 : 00-3 : 30 
月9 
稲荷神社 北大手 前 9:15-10:00 

;) 入組 事務所 入 組 前 9: 30-10 : 00 
俳1日0 4 

南天神町公会主主 南天神町 10: 30-正午

室~基幹集落センター 中 組 10 : 30 -11 : 30 鷹匠町公会堂 鷹匠町、本町 後:1 : 30-2 : 30 

原組事務 所 原組 f圭1: 00-1 : 30 
月9 

内山整骨院駐車場 産業通り 前 9: 15-10: 00 

旧室賀支所 本 組 、 上 手 組 2 : 00-2 : 30 11 市役所南庁舎前駐車場 松尾町、末広町、大手町 10: 30-正午

下室~生活改善センター 田中組・神宮寺組 3 : 00-3 : 30 
幽日

働〈婦人の家 材木町 後:1 : 30-3 : 00 

相 染 閣 分去、大湯、院内 即J9 : 30-正午 気仕立2 上常国公会堂 上 片吊". 田 前 9: 30-11 : 30 

日影公 民館 上 手 後:1 : 30-2・00 都合で検診できなか った人は、 下記で

9 野倉公民館 野 メ居入 2 : 45-3 : 15 受けてください。
月
l 仁 古田 公民館 古 田 前 9: 30-10・15 市豊殿支所 壁殿地区 前10: 00-10 : 30 
日

'2、、、 民 自富 岡 月9 町吉田公民館
(刈 問 10 : 45-11 : 45 1/ 11:00-11:30 

28 
越 戸公民館 越 戸 f量1: 30 -2 : 15 日下青木公民館 神川地区 f圭1: 00-1 : 30 

浦 野公民館 浦 野 2 : 45-3 : 30 
(月)

農協神川事業所 " 2 : 00-2 : 30 

浮世の 湯駐車場 西脇 、鎌 原 前 9・15-10:15 

月9 
東塩田老人集会場 塩団地区 円ij10・00-10:30 

新 町公会堂 新町 10・45-11: 30 西塩田会館 1/ 11 : 00 -11 : 30 

i新 町公会堂
29 

諏訪部、生塚 後， 1 : 00-1 : 45 日 相 染閣 1/ ~~ 1 : 00-1・30

2 老人福 祉セ ン ター 泉 平 2 : 15-3・00
(火)

塩田母子健康センター 1/ 2 : 00-2 : 30 
日
I村 常磐 町自治会館 A吊"- 磐 町 前 9: 30-10 : 30 9 市川西支所 川西地区 前 9: 30-10 : 00 

域 北自治会館 城 ~t. 11 : 00-正午 月 川西社会福祉セ ンター 1/ 10 : 30 -11 : 00 

上回 西武駐車場 北天神町 ~~ 1 : 30-3 : 00 
30 
日泉回公民館 泉団地区 11 : 30-正午

t争力、 丘会 館 緑 カf 丘 前 9: 15 -10 : 15 
(ノド)

川辺町会館 川辺地区 後 1: 30-2 : 00 

織が 丘北区会館 緑が丘北 11 : 45-正午 三好 町会館 城下地区 前 9: 30-10 : 00 

月 繰か 丘西区会 館 緑が丘西 後，1 : 30-3 : 00 1月0 南天神町公会堂 |日 市 内 10: 30-11 : 00 

日3 
下塩 尻公民館 下塩尻 前 9: 30-10 : 15 

日1 
鷹匠町公会堂 1/ 11 : 30-正午

(t) 
~~ 1 : 30 -2 : 00 I;~ 協庖 尻事業所 上塩尻 10・45-正午 (対 松田産業駐車場 1/ 

農協 秋和出張所 秋 手口 後， 1・30-3・30 働〈婦人の家 1/ 

踏 入公会 堂 踏 入 前 9: 30-11 : 00 新町公会堂 |日 市 内 WJ9 : 30-10: 00 

泉 町会館 泉町 11 : 30-正午 1月0 城北自治会館 1/ 10: 30-11 : 00 

;絵国産業駐車場 中常国、下常国 f圭1: 30-3 : 00 2 新屋会館 1/ 11・30-正午

日
4 信金裏有料駐車 場 原 町 前 9: 15-10: 00 幽 新田区民会館 1/ 後 1: 30-2 : 00 
日
日包 岡崎ガレージ 丸 堀 町 10 : 30 -11 : 30 鍛冶町会館 1/ 2 : 30-3 : 00 

小林ぬし 庖 横 木町 f圭1: 30-2 : 00 
月A ω 0 

農協塩尻事業所 温尻地区 前 9: 30-10 : 00 

晩曲荘アパート駐車場 下紺屋町 2 : 30-3 : 30 農協秋和出長所 1/ 10 : 30-11 : 00 

t1日t才 新田区民 会 館
新回、柳町 円IJ9 : 30 -11 : 30 

間月

金井公民館 神科地区 前10: 00-10 : 30 

新屋会館 新 屋 9 : 30-11 : 30 上野が丘公民館 1/ 11 : 00 -11 : 30 

倒目』} 北小学伎横遊園 地
新 回 前 9:15-10:45 市役所前 全市 f麦1: 30-3 : 00 

水野旅 館駐車場 上紺屋町 11 : 00-正午

北常国公会堂 北常国、横町 後 1: 30-3 : 30 

出月2下房山公会堂下房山、馬場町 WJ9 却 -11: 30 

宮島ガ ラス庖前 下 川 原 柳 町 後 1: 00-1・45

」ー上 111I京柳公会堂上川原柳町 2 : 00-3 : 30 

受鯵棄といっしょに保管しておきましょう。
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老齢年金を受ける資格があって、何の

年金も受けずに死んだ夫の妻は、 60歳か

ら5年間"寡婦年金"が受けられます。

月額は夫の老齢年金の半額て，65歳から

は妻自身の老齢年金ヘリレーされますO

保険料を一定の期間納めてあれは、 65

歳からゆたかな老後生活の篠となる、老

齢年金。を受けられますo月額は、 25年

納付てお l人 45，275円。40年納付てお 1

人 72，441円ですから、ご夫婦てはこの倍

舗になります。

思いちがいしていませんか

みなさんのなかには、国民年金に加入し

なくても70歳になれば老齢福祉年金がもら

えると考えている人はいないでしょうか。

老齢福祉年金をうけられる人は明治44年

4月 1日以前に生まれた人だけです。です

から、明治44年 4月2日以後に生まれた人

は制度に加入して、決められた期間、保険

料を納めないと年金をうけることはできま

せん。もちろん、 70歳になっても老齢福祉

年金はうけられません。

、、
F 

A ふ

加入して保険料を l年以上かけつつけ

ていれば、いつどこて'重いケガをしたり

病気になったりしても、治るまて，"'((障害

年金"を受けられます。 1級障害は月額

56，325円。2級障害は月額 45，058円。

これらの年金は
物価スライドで

目減りしません。
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求

求
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給

乙

請

請

ま

支

る

で

ぞ

い

の

け

歳

〉

金

違

右

受

印

給

年

て

と

を

(

支

は

つ
る

金

oz

率

よ

す

年

す

時

給

に

求

生

ま

は

支

齢

請

一

り

人

一

年

度

て

な

ほ

年金額計算法 (55年7月より)

1 680円×納付月数 ×支給率

v 

ま
F

・s-

に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
老
齢
年

金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
保

険
料
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
、
っ
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら

い
ま
す
ぐ
指
定
金
融
機
関
に
納
め
ま
し

ト晶、「ノ。ロ国民年金と他の年金制度の加入期聞を合わせて25年以上あ るとき。
TA jJ;;ぷ 於""""、三三、三、"、ごやるほミプ竺】'0':'l骨子亡な:<81
z-8年!'

合わせて25年(昭和 5年 4月 1日以前
に生まれた人は短縮されます)以上

0 サラリ ーマンの奥さんが国民年金に1年以上任意加入して納付したと き。

年金に加入せず 下直頁手?を~~
(夫ヵ、厚生年金 ・共済組合に加入) 長暴露7年

合わせて25年 (昭和 5年 4月 1日以前
lζ生まれた人は短縮8れます)以上

一通算老齢年金が受けられる例-
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お知らせ三
種
混
合

えつ広報

予

防

接

種

保
健
予
防
線
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
り
三
種
混
合

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象

者
は
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ

〈
対
象
者
〉

一

期

:
・
①
五
十
四
年

一
月

一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
五
十
四
年

一
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
未
接
種
の
人
(
た
だ
し
、

四
歳
未
満
の
人
)

期・
:
①
五
十
二
年
七
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

ー第 844号
号一

7月19目、北小学校校庭でポンプ操法上

回大会ガ行われました。 日ごろの訓練の成

果を十分に発揮しようとみんな力いっぱい

ガんばりましだ。その結果、自動車ポンプ

の部では第2分団、小型動力ポンプの部で

は第20分団ガそれぞれ優勝しぎした。

た
人
で
、
一
期
終
了
し
た
人

②
五
十
二
年
七
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
五
歳
六
か
月
未
満
の
人
で
、

一
期
は
終
了
し
て
い
る
が
二
期
が

ま
だ
す
ん
で
い
な
い
人
も
含
み
ま

す
。

〈接
種
内
容
〉

一
期
・
:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
三

回
接
種

二
期
:
・
一
期
終
了
後
十
二
か
月
か
ら

十
八
か
月
経
過
し
て
い
る
人
で
一

回
接
種

〈
受
付
時
間
v

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

〈
と
き

・
と
こ
ろ

・
対
象
地
区
〉

左
表
の
と
お
り

〈
そ
の
他
v

①
百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
人
は
、
二
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

接種目

会 場 1 2 
回目3 

対 象 I也 区

回目 回目

保健
8 9 I 10 

東部、塩尻、北部地区と西部地区の一部

センター 月 月 月 (緑が丘、新屋、緑が丘北、緑が丘西)
21 18 20 

川西社会福 日 日 日
川西地区

祉センター 幽 樹 (刈

三好町会館 城下地区と泉団地区の半過

保健
南部、中央地区と西部地区の一部

8 9 I 10 (下紺屋町、鎌原、西脇、新町、
センター 月 月 月

諏訪部、生塚、常磐町、城北)
25 22 23 

塩田母子健 日 日 日
中塩田地区

康~センタ- (:k) ω 幽
協神事川 神川地区

業所

川辺町会館 月8 2月95 10 川辺地区と泉田地区の福田、吉田

上野が丘 28 I 25 I 2月7 神科、豊殿地区

I塩議2田母公3子民タ館健一 樹門M 幽門~I (刈門M 東塩田、西塩田、別所地区

三種混合予防接種目程表
※
毒
物
、
劇
物
と
は
、
水
ま
た
は
熱
を

加
え
w
h

ト
」k
b
kt
注
j
、
h
p本ーと

出
品
作
品
の
内
容
・
:
出
品
作
品
は
、
心

与
古
書

a
E
3
弘
ヨ
五
男
H
E
E
Z
門
「
日
E

傷
風
)
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
実

施
日
は
、
五
十
七
年
六
月
、
七
月
の

予
定
で
す
。

②
二
種
混
合
で
一
期
を
終
了
し
て
い
る

人
は
、
二
期
も
二
種
混
合
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

③
昭
和
五
十
一
年
の
法
改
正
に
伴
う
切

り
替
え
方
法
と
し
て
、
同
五
十
一
年

以
前
に
一
期
二
回
以
上
受
け
て
い
る

人
は
、
二
期
を
接
種
し
な
い
で
三
期

(小
学
校
六
年
生
)
に
接
種
し
ま
す
。

④
予
備
日
は
次
の
日
程
で
、
い
ず
れ
も

保
健
セ
ン
タ
ー

(
市
役
所
南
庁
舎
二

階
)
で
行
い
ま
す
。

マ
十
一
月
十
七
日
閃
:
・
城
下
、
川
辺
、

泉
回
、
塩
田
、

川
西
地
区

マ
十
一
月
二
十
日
幽

・
東
部
、
南
部
、

中
央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、
神

川
、
神
科
、
豊
殿
地
区

ー

青
空
市
場
を
開
設

l

新
鮮
な
野
菜
の

産
地
直
産
販
売
会

上
田
市
農
業
青
年
会
議
で
は
、
「
青

空
市
場
」
と
題
し
て
、
新
鮮
な
野
菜
の

産
地
直
産
販
売
会
を
聞
き
ま
す
。
皆
き

ん
、
お
で
か
け
く
だ
き
い
。

と

き

:
八
月
九
日
間
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
(
雨
天
決
行
)

と
--
ろ
・:
上
田
市
農
協
上
回
事
業
所
駐

編

成
・
:
男
、
女
、
タ
プ
ル
ス
(
原
則

車
場

販
売
品
:
・
各
種
野
菜
、
果
物
、
花
な
ど

中
小
企
業
制
度
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

商
工
課
商
工
相
談
所

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
4

七
i
九
月
期
の
景
況
見
通
し
で
は
、

全
国
的
に
薄
日
が
き
し
て
き
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
上
田
市
内
の
景
気
は

曇
り
が
多
く
、
不
況
を
脱
出
す
る
に
は

時
聞
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
中
元
資
金
な

ど
資
金
需
要
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
長
期
低
利
な
市
の

制
度
融
資
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資 金名 貸付限度 金利伴) 期間

運転資金 500万円 7.00% 36か月以内 有~ I 

設備資金 1，000万円 7.25% 72か月以内 有

小規模企業
350万円 6.50% 36か月以内 無

事業資金

不況対策資金 400万同 6.75% 60か月以内 有

」ー

(抜粋)上田市中小企業融資一覧表図
案
を
募
集
し
ま
す
。
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毒
物
・
劇
物
の

届
出
制
度
が
新
設

消
防
本
部
(
上
田
中
央
消
防
署

予
防
隈

宮
(⑫

2
5
0
1

昨
年
卜
月
、
愛
知
県
大
府
市
内
で
毒

物
や
劇
物
を
収
容
し
て
あ
る
倉
庫
が
火

災
を
起
こ
し
、

地
域
住
民
を
は
じ
め
、

消
防
関
係
者
な
ど
に
多
大
な
迷
惑
を
か

け
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
再
び
起

こ
さ
な
い
た
め
、
次
に
あ
る
毒
物
や
劇

物
を
貯
蔵
し
た
り
取
り
扱
う
場
合
は
、

消
防
署
へ
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
令
は
、
今

年
の
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
、
至
急
届
け

出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

毒
物
・
:
シ
ア
ン
化
水
素
、
シ
ア
ン
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
水
銀
、
セ

レ
ン、

耽

(
ひ
)
素
、
沸
化
水
素
、
モ
ノ
フ
ル

オ

|
ン
酢
駿
な
ど
l

|
こ
れ
ら
が
三
十

旬
以
上
の
場
合

劇

物

:
・
ア
ン
モ
ニ
ア
、
庖
化
水
素
、

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
、
ク
ロ
ル
メ
チ
ル
、

ク
ロ
ロ

ホ
ル
ム
、
珪
(
け
い
)
沸
化
水

素
殿
、
四
塩
化
炭
素
、
央
素
、
プ

ロ

ム
水
素
、
ブ

ロ
ム
メ
チ
ル
、
ホ
ル
ム

ア
ル

ビ
ヒ
ト
な
ど

f三えつ-ω一一 一 昭和56年 8月 1日 広報

※
毒
物
、
劇
物
と
は
、
水
ま
た
は
熱
を

加
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
人
体
に

重
大
な
障
害
を
も
た
ら
す
ガ
ス
を
発

生
す
る
な
ど
、
消
火
活
動
に
重
大
な

支
障
を
生
ず
る
も
の
で
自
治
省
令
で

定
め
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
消
防
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
福
祉
展
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

国
際
障
害
者
年
記
念
、
第
十
七
団
長

野
県
心
身
障
害
者
福
祉
展
が
、
九
月
十

一
日
制
午
前
十
時
か
ら
九
月
十
三
日
川

午
後
四
時
ま
で
、
な
が
め
東
急
百
貨
庖

七
階
催
し
も
の
ホ

l
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。た

だ
い
ま
、
こ
の
福
祉
展
に
展
示
す

る
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・
・・県
内
に
住
所
を
有
す
る
心

身
障
害
者
(
児
)

応
募
点
数
:
・
一
人
五
点
以
内
と
し
ま
す
。

出
品
希
望
者
は
、
出
品
カ
ー
ド
(
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
)
を
二
枚
作
成
し
、

そ
の
う
ち
一
枚
は
作
品
に
添
付
し、

他
の
一
枚
は
作
品
を
包
装
し
た
後
、

見
や
す
い
所
に
は
り
つ
け
て
福
祉
課

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

出
品
作
品
の
内
容
:
・
出
品
作
品
は
、
心

身
障
害
者
福
祉
展
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
、
生
業
の
目
的
及
び
趣

味
に
よ
り
製
作
し
た
工
芸
品
、
手
芸

品
、
書
画
類
及
び
写
真
(
四
ツ
切
以

上
)
と
し
ま
す
。

締
切
日
・:
八
月
三
十
一

日
開

勤
労
青
少
年

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

最
近
、
硬
式
テ
ニ
ス
が
勤
労
者
の
あ

い
だ
で
人
気
が
高
く
、
多
く
の
事
業
所

で
ク
ラ
ブ
ま
た
は
同
好
会
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
硬
式
に
は
軟
式

の
よ
う
な
組
合
の
対
抗
戦
な
ど
の
大
会

が
な
く
、
特
に
初
級
者
を
対
象
と
し
た

ゲ
ー
ム
の
機
会
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
東
信
労
政
事
務
所
と

共
催
で
初
級
者
を
中
心
に
、
勤
労
青
少

年
の
交
流
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

:
・
八
月
二
十
三
日
側
、
午
前
八

時
集
合

と
ニ
ろ
・
:
市
営
コ
ー
ト

参
加
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

マ
A
ク
ラ
ス
H
H

国
体
予
選
、
滝
沢
杯
な

ど
の
出
場
者

マ
B
ク
ラ
ス

1
各
種
公
式
戦
未
出
場
者

'1・
踊

成
:
・
男
、
女
、
ダ
ブ
ル
ス
(
原
則

と
し
て
同

一
事
業
所
同
士
で
組
む
)

試
合
方
法
・
:
一
セ
y
ト

マ
ッ

チ
六
ゲ

l

ム
先
取

参
加
費
:
一

チ
l
ム
千
円

申
込
方
法
:
・勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
へ
参

加
費
を
添
、
え
て
、
八
月
十
九
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

電
波
障
害
防
止
の

図
案
を
募
集
し
ま
す

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
皆
さ
ん
に
楽
し

い
番
組
や
、
た
め
に
な
る
知
識
を
放
送

し
て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
は

ビ
ル
な
ど
の
高
い
建
物
が
増
え
る
に
つ

れ
て
、
こ
れ
ら
の
建
物
に
よ
っ
て
電
波

が
さ
え
ぎ
ら
れ
た
り
、
反
射
し
た
り
す

る
た
め
、
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
見
、
え
な

い
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
線
局
の
免
許
を
受
け
な
い

で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

・
高
出
力
の
無
線
機

を
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
自
動
車
に
取
り
付

け
た
り
、
家
庭
に
設
置
し
て
使
用
す
る

人
が
増
え
て
お
り
、
多
く
の
家
庭
の
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
電
波
障
害
が
起
こ

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
波
障
害
を
防
止
す
る

た
め
、
電
波
障
害
防
止
協
議
会
で
は
、

今
年
も
全
固
め
中
学
生
め
皆
さ
ん
か
ら
、

テ
レ
ビ
放
送
用
と
し
て
、
電
波
障
害
の

防
止
に
関
す
る
テ
レ
ビ
放
送
用
カ
ラ
ー

図
案
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
募
集
要
領
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が

自
分
で
考
、
え
た
立
派
な
作
品
を
作

っ
て

多
数
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
・・・
中
学
校
生
徒

作

品

・
:
ビ
ル
な
ど
の
高
層
建
造
物
に

よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
、

あ
る
い
は
免
許
を
受
け
て
い
な
い
無

線
機
の
使
用
と
か
、
自
動
車
、
家
庭

用
電
気
器
具
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
電
波
障
害
を
防

止
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
テ
レ

ビ
放
送
用
カ
ラ

l
図
案
。
作
品
の
大

き
さ
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①

用
紙
は
厚
め
の
画
用
紙
で
、
た
て
二

十
七

m
、
よ
こ
三
十
八
叩
(
日
本
工
業

規
格

B
列
4
判
)
と
し
、
図
案
は
用

紙
全
面
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
②
文

章
は
簡
潔
な
こ
と
は
で
、
文
字
は
一

字
一
川
以
上
。
③
作
品
は
必
ず
償
長

に
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
:
・
①
作
品
ご
と
に
そ
の
裏
面

に
県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
男
女
別
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
①
作
品
は
学
校
ご
と
に
ま
と

め
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
:
〒
3
8
0

長
野
市
城
山
N

H

K
長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波

障
害
防
止
協
議
会
事
務
局
(
宮
0
2

6
2
⑮
3
2
0
1
)
 

締
切
日
・
・
・
九
月
五
日
川

発

表

・
:
九
月
下
旬
s

入
賞
の
作
品
は
、

学
校
経
由
で
本
人
に
通
知
す
る
と
と

も
に
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。
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献
体
っ
て

ご
存
じ
で
す
か

信
州
大
学
医
学
部
内
信
州
大
学

-
-
ま
く
さ
会
宮

0
2
6
3
⑮
4
6
0
0

内
線

5
1
6
7
・
5
1
1
6

皆
さ
ん
は
、
「
献
体
」

っ
て
ご
存
じ
で

す
か
。
良
い
医
師
の
育
成
に
は
、
解
剖

学
実
習
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
わ

け
で
す
が
、
こ
の
実
留
に
自
分
の
遺
体

を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
が
「
献
体
」

で
す
。

現
在
、
自
分
の
治
体
を
さ
さ
げ
よ
う

と
す
る
心
を
持
つ
人
た
ち
が
、
全
国
各

地
で
会
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
信
州
大

学
こ
ま
く
さ
会
で
も
、
こ
の
運
動
に
参

加
す
る
人
た
ち
の
輸
を
広
げ
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
信
州
大
学
こ
ま
く
さ

A
E
 

(干
3
9
0

えつ広報

松
本
市
旭
三

l
一
l

こ

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

ー第 844号

箸
察
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
の
一
か
月
間

「
行
方
不
明

の
人
を
摘
出
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
人
に
知
れ
ず
に

4号一

本
品
情
的
な
夏
め
シ
ー
ズ

ン
を
迎
、
え
て

い
ま
す
が
、
暑
い
夏
を
健
康
面
か
ら
み

亡
く
な
ら
れ
、
身
元
不
明
の
ま
ま
無
縁
仏

と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
不
幸
な
人
は
、
昭

和
四
十
一
年
以
降
本
年
四
月
末
現
在
、

県
内
で
は
百
四
十
四
体
、
全
国
で
は
一

万
四
十
九
体
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
の
遺
体
が
、
一
日
も
早
く
遺
族
の

元
に
引
き
取
ら
れ
る
よ
う
係
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

病
気
な
ど
で
家
出
し
た
、
理
由
が
な

い
の
に
家
出
し
た
、
長
い
間
消
息
が
わ

か
ら
な
い
、
な
ど
で
ご
心
配
の
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
に
お

い
で
に
な
る
際
は
、
な
る
べ
く
本
人
の

写
真
や
家
出
当
時
の
状
況
の
わ
か
る
資

料
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
所
開
設
の
日
時
や
場
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

相談所開設の日時及び場所

日 時 場 所

8月1日から 8月31日ま で
本部 鑑識課

平 日 午前8時30分一
(県庁 9階)

午後 5時15分

土曜日 午前 8時30分~正午 電話 32-1251 

ただし 日日程日と 3目、 4日、7日、10日、
内線 2363 

12日、 15日は除〈 。

上回警察署駅察円IJ

8月10日(月) 午前 9時一午後4時 笹官派出所
電話 22-8613 

い
の
は
、
や
は
り
③
で
す
。
梓

い
と

ろ
か
ら
水
め
冷
た
き

親
と
子
の

消
費
生
活
教
室

(上
⑮ 材田
O木消
9町費
9一生
8 I ;舌
ニセ
lン
プミタ

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏

休
み
を
利
用
し
て
父
兄
の
皆
さ
ん
と
子

供
さ
ん
が
一
緒
に
勉
強
す
る
消
費
生
活

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
や
映
画
、
実
験
を
通
し
て
、
上

手
な
お
や
つ
や
商
品
の
選
び
方
を
勉
強

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

:
・
親
と
子
の
消
資
生
活
教
室

l

お
や
つ
と
商
品
の
選
び
方

と

き

・
:
八
月
十
日
間
、
午
後
一
時
か

ら
三
時

と
ニ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
受
講
対
象
・
:
小
学
校
五

・
六
年
生
(
た

だ
し
親
子
同
伴
と
し
ま
す
)

講

師

:
・上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
職

員
定

員

・
:
八
十
名

申
込
方
法
:
・
ハ
ガ
キ
か
電
話
に
よ
る
申

し
込
み
制
と
し
ま
す
。

(
定
員
に
な

り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
ハ

ガ
キ
に

よ
る
申
し
込
み
の
場
合
は
、
電
話
番

号
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

る
よ
う
、
両
手
て
足
の
判
明
指
を
甲
の
方

人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

上
田
市
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
市

民
皆
さ
ん
の
心
配
ご
と
や
、
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
を
日
ご
ろ
お
受
け
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
次
の
要
領
で
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

心
配
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
、
秘
密
を
守
り
無
料
で
す
。

と

き

:
・
八
月
五
日
刷
、
午
前
九
時
か

ら
正
午

と
こ
ろ
・
:
元
上
回
信
用
金
庫
駅
前
支
庖

二
階

遠
距
離
通
話
料
の

引
き
下
げ
と

日
曜
、
祝
日
の
通
話
料

を
割
り
引
き

上
回
電
報
電
話
局

宮
⑮
4
2
1
1

電
々
公
社
で
は
、
八
月
五
日
閥
、
午

前

0
時
か
ら
遠
距
離
区
聞
の
料
金
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
日
曜
日
と
祝
日

の
通
話
料
も
割
り
引
き
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

-
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
に
つ
い
て
、
五

百
キ
ロ
ー
ル
を
超
、
え
る
区
閉
め
遠
距
離

通
話
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

上
回
か
ら
の
適
用
地
域
は
、
広
島
、

松
山、

青
森
な
ど
以
遠
で
す
。

av

六
十
キ
ロ

μ
を
起
、
え
る
区
域
外
通

話
区
聞
の
日
曜
日
と
祝
日
に
お
け
る

通
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
「
昼
間
」
の

時
間
帯
で
あ
っ
て
も
「
夜
間
」
の
時
間

管
の
料
金
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

上
田
か
ら
の
適
用
地
域
は
、
木
曽

福
島
、
伊
那
、
高
崎
、
新
井
な
ど
以

遠
で
す
。

品
物
に
か
か
る
税
金

税
金
に
は
、
所
得
税
や
相
続
税
な
ど

直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
身
近
な
も

の
と
し
て
、
お
酒
に
か
か
る
酒
税
と
そ

の
他
の
品
物
に
か
か
る
物
品
税
と
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
間
接
税
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
ゴ
ル

フ
用
品
、
乗
用
車
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー

な
ど
比
較
的
ぜ
い
た
く
な
装
飾
品
、
し

好
品
、
娯
楽
用
品
、
便
益
性
の
高
い
日
間

物
な
ど
に
か
か
る
税
金
で
す
。

こ
の
税
金
は
、
い
ず
れ
も
品
物
の
価

額
の
な
か
に
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
品
物
を
買
っ
た
人
が
税
金
を
負
担
す

る
わ
け
で
す
が
、
実
際
に
は
、
小
売
底

や
メ
ー
カ
ー
が
購
入
者
に
代
り
納
悦
を

し
て
い
ま
す

も
の
で
、
縦
八
セ

ン
チ
パ、

償
九
セ
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本
物
的
な
去
の
ン

1
7
ン
を
迎
え
て

い
ま
す
か
、
凶
行
い
立
を
健
康
面
か
ら
み

て
み
る
と
、
持
さ
は
子
不
ル
ギ

l
を
消

粍
さ
せ
、
病
魔
に
対
す
る
ほ
抗
力
も
衰

え
さ
せ
る
の
で
、
引
払
た
ち
は
思
わ
ぬ
不

立
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

丸
反
の
水
の
が
故
や
日
射
病
か
ら
身
を

守
る
い
刀
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水

の

事

故

一、

決
と
し
ん
八
の
あ
る
夏
め
海
や
プ
|

レ水
の
が
欣
で
多
い
の
は
、
次
め
三
点

で
す
。

①
泳
ぎ
の
未
熟
な
人
が
急
に
深
み
に
は

中事

'hv

②
浅
い
所
で
水
遊
び
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
急
に
高
波
に
お
そ
わ
れ
深
い
と

こ
ろ
へ
き
ら
わ
れ
る

③
準
備
運
動
不
足
に
よ
る
事
故

こ
こ
で
注
意
を
し
な
け
れ
は
い
け
な

〈

だえつ- (13)- 一 昭和56年 8月1日 広報

ι~ 
~ 

い
の
は
、
や
は
り
③
て
す
。
村
い
と
こ

ろ
か
ら
水
の
冷
た
さ
の
急
激
な
変
化
に

は
、
心
臓
も
筋
肉
も
耐
、
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

長
時
間
、
車
を
運
転
し
て
海
へ
や

っ
て

き
て
、
着
替
、
え
も
そ
こ
そ
こ
に
海
に
と

ひ
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
、
最

も
危
険
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ

ー
ル
類
を
飲
ん
で
泳
ぐ
こ
と
も
、
し
ば

し
ば
水
死
事
故
を
招
い
て
い
ま
す
。

水の事故と日射病

~ー

二
、
突
発
す
る

H

こ
む
ら
が
、
え
り
々

準
備
運
動
不
足
の
ま
ま
泳
ぎ
は
じ
め

て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
足
の
向
こ
う
ず

ね
の
袋
側
の
ふ
く
ら
は
ぎ
が
引
き
つ
る

H

こ
む
ら
が
え
り
。
に
お
そ
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
あ
わ
て
て
岸
を
目

指
そ
う
と
せ
ず
立
ち
泳
さ
の
姿
勢
で
水

中
に
い
っ
た
ん
沈
み
、
縮
み

つ
放
し
に

な
っ
て
い
る
筋
肉
を
反
対
側
に
引
っ
張

----ー------

lこ る

号|ょ
っ 7

(日;空白
て手
Jやで

射 ;り足
ー : まの

す親

;病;。?
甲
グ〉

方

日
射
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
次
の
苧
」

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
基
本
的
に
は
、
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗

力
を
ふ
だ
ん
か
ら
の
鍛
練
の
積
み
重

ね
で
養
っ
て
お
く
こ
と
が
第
一
で
す
。

例
え
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
や

休
息
を
十
分
に
と
り
、
適
度
な
運
動

を
毎
日
続
け
る
こ
と
で
す
。

②
酷
岩
の
故
中
の
運
動
や
作
業
は
、
な

る
べ
く
避
け
た
い
も
の
で
す
。

③
暑
さ
の
中
、
運
動
や
作
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
二
日
酔
い
と
か

朝
食
抜
き
な
ど
の
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
絶
対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。

④
水
分
を
適
度
に
補
給
す
る
こ
と
で
す
。

以
上
、
水
の
事
故
や
日
射
病
か
ら
身

を
守
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し

た
が
、
最
後
に
、
海
や
山
へ
車
で
で
か

け
る
と
き
は
、
運
転
に
も
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。
特
に
、
疲
れ
の
出
る
帰

り
の
運
転
は
、
眠
い
な
と
感
じ
た
ら
車

の
止
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
十

分
間
く
ら
い
目
を
閉
じ
て
休
み
ま
し
ょ

う
。
こ
の
十
分
間
で
思
い
が
け
な
い
程

す

っ
き
り
と
し
た
気
分
で
、
後
の
運
転

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
や
山
に
と
活
動
的
な
夏
で
す
。
健

康
を
盤
、
え
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し

ト&
、『ノ。

優
良
運
転
者
の

賞
揚
制
度

上
回
警
察
署
内

上
回
交
通
安
全
協
会

宮
⑫
3
5
6
5

県
内
に
居
住
し
、
五
年
以
上
無
事
故
、

無
違
反
の
優
良
運
転
車
の
方
に
、
本
人

の
申
請
に
よ
り
ミ
ニ
表
杉
状
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
:
・
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
過
去
五
年

以
上
、

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、

交
通
違
反
を
ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た

人
(
他
県
で
の
事
故
、
違
反
も
含
め

ま
す
)

申
請
方
法
・
・
・
上
回
締
察
署
内
の
交
通
安

全
協
会
窓
口
で
、
手
数
料
千
円
を
添

え
運
転
免
許
証
を
示
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
認
印
も
お
持
ち
く
だ
さ

ミ
ニ
表
彰
状
の
区
分
:

O
銅
賞

l
五
年
以
上
無
事
故
、
無
違
反

O
銀
賞

l
七
年
以
上
無
事
故
、
無
違
反

O
金
賞
H

十
年
以
上
無
事
故
、
無
違
反

期
間
の
計
算
:
・
申
請
の
と
き
か
ら
さ
か

の
ぼ
り
、
運
転
免
許
証
の
下
側
の
「
免

許
年
月
日
」
ま
で
の
期
間
に
よ
り
ま

す
。

ミ
ニ
表
彰
状
・:
貨
は
、
答
察
署
長
と
上

国
交
通
安
全
協
会
長
の
連
名
に
よ
る

も
の
で
、
縦
六
セ
ン
チ

υ、
償
九
セ

ン
チ

υで
す
。
管
察
庁
の
運
転
者
管

理
セ
ン
タ
ー
に
照
会
し
、
凪
答
を
待

っ
て
お
送
り
し
ま
す
。

ー
住
宅
金
融
公
庫

l

個
人
住
宅
建
設
資
金
の

申
し
込
み
受
付

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所

宮

0
2
7
2
⑫
6
6
5
5

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住
む

た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対
し
て
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
け

付
け
を
、
次
の
要
領
に
よ
り
行

っ
て
い

ま
す
。

受
付
期
限
・
八
月
十
二
日
制
ま
で

選
定
方
法
:
・
選
々
(
無
抽
選
)
に
よ
り

行
い
ま
す
。

融
資
額

木
造
住
宅

(八
十
川
以
上
)

の
場
合
四
百
十
万
円

i
四
百
三
卜
万

円
。
断
熱
構
造
化
工
事
を
行
う
場
合

二
十
万
円
j

四
十
万
円
、
太
陽
熱
温

水
器
設
置
工
事
を
行
う
場
合
は
十
万

円
の
融
資
額
の
加
算
、
及
び
左
人
(六

十
五
歳
以
上
)
な
ど
が
同
居
す
る
場

合
五
十
万
円

1
百
五
十
万
円
の
融
資

額
の
割
増
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

利
率
・
:
年

4
・
4
%

返
済
期
間
・
:
木
造
内
場
合
二
十
五
年
以

内
申
込
場
所
-
-
-
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
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(六
月
三
十
日
現
在

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

回回

えつ広報

皆
さ
ん
の
お
買
い
に
な
る
た
ば
こ
代

金
の
中
に
、
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

そ
し
て
、
こ
の
た
ば

こ
消
費
税
に
は

「
県
た
ば
こ
消
費
税
」
と
「
市
町
村
た

ば
こ
消
費
税
」
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

た
ば
こ
の
売
ら
れ
た
場
所
の
県
や
市
町

村
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま

ーー第 844号

日

上
一房
山

五
四

七七八五
五七

八

五
六

八七六六七七四七八
七八 O 五 七六七八八

五九二六五八
五 O 九六 一

‘ 

愛
宕
町

大
久
保

上
塩
尻

中

村
下
之
郷

野

竹

(中
央
六
丁
目
)

芦
田
勝
利
さ
ん

松
田
た
き
の
さ
ん

岩
崎
フ
ミ
ヨ
さ
ん

渡
辺
要
治
郎
さ
ん

内
藤
正
衛
さ
ん

下
条
常
作
さ
ん

(常
磐
城
五
丁
目
)
城
北

赤

羽

田

武

さ

ん

伊

勢

山

水
野
ユ
キ
さ
ん

(中
央
五
丁
目
)

上
房
山

田
中
菊
巳
さ
ん

(天
神

一
丁
目
)
北
天
神
町

大

柄

八

千

江

さ

ん

諏

訪

形

立
野
倍
子
さ
ん

(
踏
入
二
丁
目
)

踏

入

伊
東
さ
だ
よ
さ
ん

(
繰
が
丘
三
丁
目
)
城

北

辰

野

真

造

さ

ん

岡

花
岡
新
次
郎
さ
ん

(常
国
三
丁
目
)
上
常
国

森

寿

美

夫

さ

ん

諏

訪

形

水

野

巌

巳

さ

ん

神

畑

沢
辺
け
さ
よ
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

松

坂

稲

子

さ

ん

院

内

山

崎

尚

徳

さ

ん

富

士

見

台

武

藤

早

苗

さ

ん

大

屋

宮
川
袈
裟
吉
さ
ん

(常
磐
城
四
丁
目
)
生

塚

関

梶

さ

ん

下

青

木

青

木

幸

恵

さ

ん

長

島

大
内
事
よ
志
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)

横

町

七九六八七六
四 O 七四 六 七

自
然

に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水

と

空

気

を

守
り
、
緑
の

あ

ふ
れ

る
ま
ち
に
し
ま
す
。

て

か

ら

だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊

か

な

文

化

を

育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、

人

々

の
善
意
を
と
う
と
ぴ、

あ
た
た
か
い

心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

平
和
と
自
由
を
求

め
、

広

く
世

界

に

目

を

向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

七八
八七ハ五

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

六
九

五
二

七
四

四八
九 一

山 福越

九
六

八
三

八
三

お盆の「く み取り」はお早めに

例年、お盆が近づくと各家庭や事業所などのトイ

レのくみ取りが集中します。 このため、処理量が急

精して、 処理に支障をきたすことがあります。

業者に は早自に申し込みをされ、くみ取りが集中

することのない よう、ご協力をお願いします。

i向島

回戸

井
沢
た
み
さ
ん

今
井
二
葉
さ
ん

萩
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